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居心地の良い街なかづくりに向けたシンポジウムの開催について 

 

 

１ 目的 

ウィズコロナの時代を見据え，中心市街地において，これまでの「量」を重視した賑わ

いだけでなく，「安全・安心」に配慮し，「ゆとり」や「つながり」，「愉しさ」が感じられ

る，日常的な賑わいづくりを効果的に推進するため，「街なかマネジメント事業」の第一

歩として，街なかの活性化に取り組む関係者間の課題の共有や居心地の良い街なかづく

りに向けた意識醸成につながるシンポジウムを開催する。 

 

２ 事業名称等について 

シンポジウムの開催にあたり，今後の「街なかマネジメント事業」の取組の理解促進や

定着化を図るため，事業名称・ロゴを作成し，ＳＮＳ等を通し広く発信していく。  

  名称  プレイスメイキングうつのみや  略称 プレみや 

・ 「プレイスメイキング」という新しいワードを用い，宇都宮で新たな取組を仕

掛けていくことを表現 
・ 略称が「プレミアム」と似た響きがあり，「これまでの宇都宮＋α」で街なか

の更なる活性化を図るという思いを込めた。 

 

 

 

 

 

 

  ロゴ 

 

 

 

・ モザイク状の一つひとつの形は，第３期宇都宮市中心市街地活性化基本計画区

域の形を変形させたもの 

・ 中心市街地から多様な活動が広がっていくイメージでモザイク状に配置し，キ

ーカラーは一色に絞らず，個々での活動が次々に生まれるような思いを込めた。 

 

 

令 和 ３ 年 ２ 月 ２ ２ 日

総合政策部 地域政策室

プレイスメイキングとは 

釜川のふれあい広場周辺を活用した「ＫＡＭＡＧＡＷＡ ＹＡＲＤ（カマ

ガワヤード）」のように，パブリック・スペース（公共空間）の質を向上する

ことでまちをより豊かにし，人々の居心地の良い暮らしを実現する取組
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３ シンポジウムの開催概要 （別添チラシ参照） 

  日時   令和３年３月２日（火）１５：００～１７：００ 

  主催   プレイスメイキングうつのみや 

（宇都宮市中心市街地活性化協議会・一般社団法人ソトノバ） 

※ 宇都宮市中心市街地活性化協議会 

中心市街地の活性化に関する法律に基づき，「中心市街地活性化基本

計画」の策定やその事業実施について協議等を行う商業団体や行政等

の関係機関で構成する官民協働の組織 

※ 一般社団法人ソトノバ（共同代表理事・編集長 泉山 塁威 氏） 

豊かなパブリック・スペースの実現・普及に取り組む団体 

  テーマ  『中心市街地のプレイスメイキングのはじめかた』 

  登壇者  司会 ・ 進行：泉山 塁威 氏（日本大学理工学部建築学科 助教） 

                  （一般社団法人ソトノバ共同代表理事・編集長） 

スピーカー①：田村 康一郎 氏（株式会社クオル チーフディレクター） 

（一般社団法人ソトノバ共同代表） 

スピーカー②：安藤 哲也 氏 

（一般社団法人柏アーバンデザインセンター副センター長） 

スピーカー③：鈴木 美央 氏（オープラスアーキテクチャー合同会社代表） 

  開催方法 オンライン配信（ＺＯＯＭ） 

  周知方法 チラシ配布，ホームページ，ＳＮＳなどで広く周知 

 

４ 今後の展開 

  本シンポジウムを皮切りに，今後は，街なかの現状把握，新たなプレーヤーの発掘・育

成，官民共通のビジョン作成・実践など，居心地の良い街なかづくりに向けて，段階的に

取り組んでいく。 






